
本冊資料 

＜次回検討委員会の開催予定＞ 
 〇日時：令和５年１１月２５日（土） 
 〇場所：信篤公民館 

 

高谷中学校ブロック 

第１４回 義務教育学校の設置に関する検討委員会 
 

開催日時：令和５年７月１５日（土） 
午前１０時～午前１１時 

開催場所：信篤公民館 第２会議室 
 

 第１４回検討委員会の主な内容 
 （１）令和５年１月に実施した意識調査の結果について 
 （２）プロジェクト会議について 
 
＜本日の会議資料＞ 
①本冊資料 
②別冊資料（意識調査の質問項目） 
③別紙１ 信篤三つ葉学園プロジェクト会議だより⑧ 
 
＜本日の次第＞ 
 
１ 委員長挨拶 
 
２ 野﨑統括校長挨拶 
 
３ 自己紹介（委員及び事務局） 
 
４ 報告 
（１）令和５年１月に実施した意識調査の結果について 
（２）プロジェクト会議について 
 
５ その他 
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４ 報告 
（１）意識調査の結果について （参考資料：別冊資料） 

○調査目的 信篤三つ葉学園の義務教育９年間を⾒通した教育活動の充実および各⼩中 
学校間の連携の推進に⽣かすため。 

○対  象 信篤三つ葉学園の児童⽣徒（⼩学３年⽣から中学３年⽣）、保護者および教 
職員 

○実施期間 １回⽬ 令和４年５⽉１３⽇（⾦）から５⽉１９⽇（⽊） 
      ２回⽬ 令和５年１⽉２４⽇（⽕）から１⽉３１⽇（⽕） 
○回 答 数  

 ⾼⾕中学校 信篤⼩学校 ⼆俣⼩学校 
１回⽬ ２回⽬ １回⽬ ２回⽬ １回⽬ ２回⽬ 

児童⽣徒 ３５８ ３３８ ３１６ ４０３ １３４ １３８ 
保護者 １５６ ２３７ ２９９ ３４１  ７７ ６８ 
教職員  ２７  ２６  ２７ ３２  １９ ２１ 

 
 〇調査内容（概要）  

  「⾼⾕中学校ブロック⼩中⼀貫型⼩学校・中学校に関する基本計画」に基づき、以下 
の内容について意識調査を⾏いました。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  詳しい分析結果については、増井委員長よりご報告いただきます。 

<１ 児童生徒の意識調査の要旨> 

・現在の学校⽣活について 
・信篤三つ葉学園への誇りについて 
・教育課程の効果について 

・教科担任制の効果について 

・自己肯定感や思いやりの心の育成につ

いて 

・問題行動の防止について 

・中学校へ進学する際に係る不安（中⼀ 
ギャップ）について※⼩学⽣のみ実施 

・⼩中の教職員及び児童⽣徒の交流につ
いて 

<２ 教職員の意識調査の要旨> 

・⼩中⼀貫教育の⼦どもへの教育効果について 
・信篤三つ葉学園への誇りについて 
・授業改善について 
・児童⽣徒への理解の深まりについて 
・協働体制の構築について 
・校務の効率化や質的な向上について 

・教育課程の効果 

 ・教科担任制の効果 

 ・自己肯定感や思いやりの心の育成 

 ・問題行動の防止 

 ※児童生徒と同じ内容について聞いています。 

<３ 保護者の意識調査の要旨> 

・⼩中⼀貫教育の⼦どもへの効果について 
・中⼀ギャップの緩和について 
・⾃⼰肯定感や思いやりの⼼の向上について 
・問題⾏動の防⽌について 
・学⼒や学習意欲の向上について 
・部活動や⽣徒会活動の活性化について 
・⼩中の教職員の連携による児童⽣徒の理解の向上について 
・教職員の負担軽減について 
・地域との連携強化について 
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（２）プロジェクト会議で検討した内容について 
（参考資料：別紙１「プロジェクト会議だより⑧」） 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
＜第 8 回プロジェクト会議の概要＞ 

〇日   時  令和５年５⽉１⽇（⽉）午後３時００分〜午後４時００分 
 〇場   所  市川市⽴⾼⾕中学校 PTA 会議室 
 〇参 加 者  ・⾼⾕中学校、信篤⼩学校、⼆俣⼩学校の校⻑・教頭・教務主任 

・市川市教育委員会（義務教育課、指導課、学校環境調整課）の担当者 
 〇検討内容（概要） 

① 「わが町・未来探究科」の取組について 

・参加メンバーの変更に伴い、昨年度検討した「わが町・未来探究科」の活動内容につ 
いて、信篤⼩学校の教務主任の先⽣から説明がありました。 

・令和５年度の「わが町・未来探究科」の取組は、各学校の指導計画をもとに実施する 
こととしました。 

・１学期の間は、現在の総合的な学習の時間の中で可能な範囲で実践し、その内容を夏 
休み前等に振り返り、９⽉以降は徐々に実践を進めていくことになりました。 

・年度末に取組結果を⾒直し、令和６年度に向けて「わが町・未来探究科」の取組を検 
討することを確認しました。 

 
②  今年度、３校で実施する取組について 

  ・昨年度実施した取組を基に、今年度３校で実施する取組を検討しました。 
・中学校教員による乗り⼊れ授業、社会科、英語科における連携、オンライン集会や 

学校図書館の連携等について、さらに検討していくことになりました。 
・また、⼩学校と中学校がお互いに⾼め合えるような取組を検討していくことを確認 

しました。 
 

③  信篤三つ葉学園のグランドデザインについて 
・令和４年度のグランドデザインを継続して使⽤していくことを確認しました。 

 
 

＜「プロジェクト会議」とは＞ 

〇構成メンバー 

・３校の教職員の代表（校⻑、教頭、教務主任等） 
〇目的 

・信篤三つ葉学園で実施する⼩中⼀貫教育等の取り組みに関する協議を⾏う。 
※参加メンバーは、協議内容を他の教職員に周知し、また教職員から出された意⾒を

協議に反映する。 
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  ＜第 9 回プロジェクト会議の概要＞  

〇日   時  令和５年７⽉３⽇（⽉）午後３時３０分〜午後４時１５分 
 〇場   所  市川市⽴⾼⾕中学校 PTA 会議室 
 〇参 加 者  ・⾼⾕中学校、信篤⼩学校、⼆俣⼩学校の校⻑・教頭・教務主任 

・市川市教育委員会（学校環境調整課）の担当者 
 〇検討内容（概要） 

①  3 校合同オンライン集会の実施について 

・7 ⽉２０⽇（⽊）に予定している信篤三つ葉学園夏休みを迎える会（終業式）の 
3 校合同開催について、検討を⾏いました。 

・各学校の校⻑先⽣より、夏休みの過ごし⽅（学習⾯や⽣活⾯）について話をする 
ことになりました。 
 
 
 
 
 
各校の校⻑からの話の後、各学校の予定に沿って実施することを確認しました。 

 
②  中学校教員による乗り入れ授業について 
・⾼⾕中学校の体育科、理科、美術科、数学科の教師による乗り⼊れ授業を検討して 

いくことを確認しました。 
・実施の内容や⽅法など、具体的なことについては、今後検討を深めていく予定です。 

 
③  社会科の小中連携について 

・信篤⼩学校の社会科の研究に合わせて⼩中で連携して⾏う取組を検討しました。 
・今後、さらに検討を深めていく予定です。 

＜校長からの話の内容＞ 

Ⅰ 合同開催の主旨について  
Ⅱ 夏休み中の学習について 
Ⅲ 夏休み中の⽣活について 

夏休みを迎える会（終業式）の様子と、第 9 回のプロジェクト会議だより 

については、次回の検討委員会で、ご報告いたします。 




